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Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

校
長

石

田

正

人

こ
の
問
題
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。

さ
て
、
ど
う
考
え
る
か
。
例
え
ば
、
我
が
国

の
お
米
の
一
人
１
ヶ
月
当
た
り
の
消
費
量
は
一

般
的
な
世
帯
の
平
均
で
約
５
ｋ
ｇ
（
農
林
水
産

省
平
成

年
１
月
調
べ
）
で
す
。
仮
に
そ
の
お

20

米
を
１
，
８
０
０
円
で
購
入
し
た
と
す
る
と
、

一
日
当
た
り

円
の
出
費
で
す
。
一
方
、
こ
の

60

お
米
が
一
体
い
く
ら
で
作
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
我
が
国
の
１
俵
（

ｋ
ｇ
）
当
た
り
の

60

お
米
の
生
産
費
は
全
国
平
均
で
約
１
４
，
０
０

０
円
で
す
。
そ
こ
で
、
仮
に
、
米
の
関
税
が
撤

廃
さ
れ
る
と
、
価
格
３
，
０
０
０
円
（
鈴
木
宣

弘
・
東
京
大
学
教
授
試
算
）
の
輸
入
米
が
流
通

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
少
し
乱
暴
な
説
明
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の
１
４
，
０
０
０
円－

３
，
０
０
０
円
の
差
額
分
を
国
全
体
と
し
て
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
問
題
に
な
る

の
で
す
。
食
料
自
給
率

％
、
担
い
手
不
足
、

40

高
齢
化
な
ど
多
く
の
課
題
を
か
か
え
る
我
が
国

で
、
主
食
で
あ
る
米
、
そ
れ
を
生
産
す
る
農
業

を
ど
の
よ
う
に
し
て
支
え
る
の
か
と
い
う
視
点

に
立
っ
た
施
策
が
必
要
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
膨
大
な
論
議
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
間
、

私
た
ち
は
具
体
的
に
は
何
も
で
き
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
校
の
歴
史
と
伝
統
が

「
國
本
の
学
、
農
は
国
の
基
な
り
。
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
と
１
１
３
年
の
歴
史
を
持
つ

本
校
の
存
在
、
そ
し
て
本
校
生
徒
た
ち
が
示
す

若
い
力
こ
そ
が
、
き
っ
と
明
日
の
農
業
を
切
り

開
い
て
い
く
力
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
私
に
語
り

か
け
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
見
を
言
え
ば

一
人
一
人
が
一
日
当
た
り
主
食
の
お
米
に

円
60

か
け
て
も
、
こ
の
国
の
農
業
を
守
ら
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

高
農
の

逸
品

校
内
生
産
加
工
品

農
業
科
学
科
が
生
産
し
て
い
る
「
ア
ス
パ
ラ
菜
」

で
す
。
寒
く
な
る
と
甘
み
が
増
し
て
、
春
を
感
じ
さ

せ
る
冬
の
野
菜
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
・
鉄
分
な
ど
が
豊

富
で
、
和
洋
中
華
と

幅
広
く
料
理
に
利
用

で
き
ま
す
。
花
が
開

い
て
も
問
題
な
く
い

た
だ
け
ま
す
。
ゆ
で

て
食
べ
る
と
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
味
が
す
る

と
か
。

動
物
愛
護
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

月

日
、
岡
山
県
動
物

10

30

愛
護
セ
ン
タ
ー(

岡
山
市
北

区
御
津)

で
開
催
さ
れ
た
『
第

６
回
岡
山
県
動
物
愛
護
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
、
畜
産
科

学
科
２
年
生
２
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

動
物
愛
護
協
会
や
セ
ン
タ

ー
職
員
の
み
な
さ
ん
の
指
導

の
下
、
「
愛
犬
と
一
緒
に
ク

イ
ズ
＆
ゲ
ー
ム
」
、「
ワ
ン
ち

ゃ
ん
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
」
の

お
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
で
学
ん
だ
愛
玩
動
物
の
飼
育
と
活
用
を
生
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ
て
、
動
物
の
適
正
飼

養
に
い
て
の
啓
発
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

１２月の主な行事

12(月)午前中特別時間割～ 16 日
教職員研修会(人権教育)
勉強クラブ～ 16 日

14(水)社会人講師(１Ｆ)
学校評議員会議

17(土)日本農業技術検定
19(月)終業式 寄宿舎閉舎 勉強クラブ
20(火)社会人講師(１Ｆ)
教職員研修会（情報モラル）

21(水)社会人講師(１Ｆ)
25(日)第 12 回吹奏楽部ﾊｰﾄﾌﾙｽﾏｲﾙｺﾝｻｰﾄ
27(火)工場見学(１Ｆ)
28(水)仕事納め

１月の主な行事

4(水)仕事始め
9(月)寄宿舎開舎
10(火)始業式
11(水)１･２年課題考査
12(木)３年性教育講演会

毎
日
農
業
記
録
賞

高
校
生
部
門

優
秀
賞
に
輝
く！

農
や
食
、
環
境
へ
の
思
い
、
提
言
を
つ
づ
る

「
２
０
１
１
年
毎
日
農
業
記
録
賞
」
の
表
彰
式

が

月

日
、
毎
日
新
聞
東
京
本
社
で
開
か
れ
、

11

28

本
校
畜
産
科
学
科
３
年
、
福
島
美
月
さ
ん
が
高

校
生
部
門
（
応
募
数
８
４
７
）
で
、
見
事
に
８

人
の
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「
生
命
か
ら
見
つ
け
た
も
の
」
と
題
し
た
作
品

は
、
病
気
で
淘
汰
さ
れ
た
牛
の
解
剖
現
場
に
立

ス
リ
ー
Ｓ
ハ

ー
ト
フ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

は
、
生
徒
が
、

備
中
高
松

J
R
駅(Station

)

と

通

学

路

(Street)

、

学

校

(School)

の

３
Ｓ
を
舞
台
に

し
て
、
景
観
創

造

(Scene
)

と

起

業

学

習

(Study

）
、

社

会

教

育

(Social)

の

３

Ｓ

に

取

り

組

み
、
備
中
高
松
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
高
松
農

業
高
校
の
魅
力
を
発
揮
し
て
夢
の
よ
う
な
地
域
社

会(Society
)

を
創
る
こ
と
で
、
生
徒
が
ス
ポ
ー

ツ
に
躍
動
し
、
勉
学
に
励
み
、
豊
か
な
人
間
性
や

感
性
を
養
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

景
観
創
造
で
は
、
本
校
の
半
数
近
く
の
生
徒
が

利
用
す
る

備
中
高
松
駅
と
通
学
路
に
花
壇
や

J
R

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
置
き
、
高
松
農
高
の

香
り
が
漂
う
新
し
い
名
物
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま

し
た
。
備
中
高
松
駅
の
ホ
ー
ム
に
は
、

西
日

J
R

J
R

本
岡
山
支
社
の
協
力
を
得
て
、
園
芸
科
学
科
草
花

専
攻
生
が
造
山
古
墳
の
形
を
模
し
た
「
造
山
花
壇
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
農
業
土
木
科
の
生
徒
が
設
計
と

施
工
を
担
当
し
ま
し
た
。
幅

㍍
、
長
さ

㍍
、

1.8

3.6

高
さ

㍍
の
自
動
給
水
装
置
付
き
の
花
壇
の
中
に

0.6

は
、
史
実
を
元
に
復
元
し
た
二
層
の
高
松
城
と
備

中
国
分
寺
五
重
塔
の
模
型
を
置
き
、
園
芸
科
学
科

の
生
徒
が
四
季
の
草
花
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
ハ

ー
ブ
や
野
菜
を
混
栽
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
花
壇

と
し
ま
し
た
。

通
学
路
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
生
徒
と
が
一

緒
に
管
理
す
る
レ
イ
ズ
ド
ベ
ッ
ト
の
花
壇
４
基
と

２
ヶ
所
に
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
置
き
、
車

い
す
の
人
も
四
季
の
草
花
や
ハ
ー
ブ
、
野
菜
に
触

れ
て
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

月
１
日
（
教
育
の
日
）
の
放
課
後
に
は
、

11

J

西
日
本
岡
山
支
社
や
地
域
の
方
々
に
ご
出
席
い

Rた
だ
き
、
備
中
高
松
駅
の
ホ
ー
ム
で
「
造
山
花
壇
」

と
通
学
路
の
花
壇
の
完
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
の
前
庭
と
な
っ
て
い
る
植
物
園
に
は
、
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
た
ウ
サ
ギ
・
ニ
ワ
ト
リ
・
コ

ブ
タ
な
ど
の
ト
ピ
ア

リ
ー
と
給
水
装
置
を

付
け
た
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
置

き
、
高
農
の
新
し
い

名
物
と
し
ま
し
た
。

景
観
創
造
の
事
業

で
は
、
園
芸
科
学
科

と
農
業
土
木
科
の
生

徒
た
ち
が
備
中
高
松

の
町
並
み
づ
く
り
の

一
端
を
担
う
こ
と

で
、
地
域
の
美
化
活

動
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
実
践
的
な
実
習
を
経

験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

起
業
学
習
で
は
、
備
中
高
松
駅
前
の
商
店
を

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
利
用
し
て
、

月
10

４
日
よ
り
毎
週
火
曜
日
の
放
課
後
に
、
農
業
科

学
科
・
園
芸
科
学
科
・
畜
産
科
学
科
・
農
業
土

木
科
・
食
品
科
学
科
の
生
徒
が
輪
番
で
学
校
農

場
の
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
実
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
校
内
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
と
勝
手

が
違
い
ま
す
が
、

の
乗
降
客
や
地
域
の
方

J
R

々
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
駅
前
の
新

し
い
名
物
に
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

社
会
教
育
で
は
、
美
化
活
動
や
文
化
活
動
を

中
心
に
し
た
地
域
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

美
化
活
動
で
は
、
景
観
創
造
や
草
花
な
ど
植
栽

の
手
入
れ
を
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
文
化
活
動
で
は
、
文
化
祭
や

農
産
物
・
加
工
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
秋
の

夕
暮
れ
に
学
校
木
の
「
ク
ス
ノ
キ
」
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
生
徒
、
教
職
員

が
交
流
す
る
「
く
す
の
木
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
最
上

太
鼓
・
吹
奏
楽
の
演
奏
）
を

月
１
日
の
日
没

11

に
合
わ
せ
て
１
時
間
行
い
ま
し
た
。

高
松
農
業
高
校
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
備

中
高
松
を
舞
台
に
、
地
域
と
生
徒
・
学
校
が
協

力
し
て
の
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
１
年
間
で

し
た
。
今
後
は
、
本
事
業
で
取
り
組
ん
だ
活
動

を
地
域
社
会
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
物
に
育

て
て
い
く
こ
と
で
、
高
農
の
真
価
が
発
揮
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ち
会
っ
た
時
の
悲
し
さ
や
担
当
牛
の
妊
娠
を
超
音
波

診
断
装
置
で
確
認
し
た
時
の
嬉
し
い
感
動
か
ら
、
命

の
尊
さ
や
命
の
つ
な
が
り
の
力
強
さ
を
教
え
ら
れ
、

自
ら
の
将
来
の
目
標
を
見
つ
け
た
内
容
で
す
。

ス
リ
ー
Ｓ
（Stat
ion･Stre

et･School

）

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
夢
の
よ
う
な
駅
前
・
通
り
・
学
校
づ
く
り
」

本
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
学
校
経
営
予
算
事
業

の
プ
レ
ゼ
ン
枠
で
取
り
組
ん
だ
『
ス
リ
ー
Ｓ

(Station
･Street･School)

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
夢
の
よ
う
な
駅
前
・
通
り
・
学
校

づ
く
り
～
』
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
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活 動 報 告

▽第 62 回日本学校農業クラブ全国大会平成 23 年度長崎大会
10/25･26･27

農業鑑定競技 優秀賞 区分農業 日向建太 ３Ａ
区分園芸 清友理奈 ３Ｈ
区分畜産 小川 笑 ３Ｚ

▽平成 23 年度岡山県高等学校秋季卓球選手権大会 10/29･30
学校対抗戦
男子 予選リーグ 高松農０－３勝間田

高松農１－３水島工
決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ１回戦 高松農３－２備前緑陽

２回戦 高松農０－３水島工
女子 予選リーグ 高松農０－３岡山市東商

高松農０－３倉敷青陵
高松農２－３倉敷古城池

決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ１回戦 高松農０－３岡山商大附

▼平成 23 年度全国高等学校ライフル射撃競技大会
中国ブロック予選会 11/19･20
男子ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙの部
２位 水内文哉 １Ｅ (全国選抜大会中国ブロック代表推薦)
８位 片山智文 ２Ｅ
12 位 中川大輔 ２Ａ
女子ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙの部
１位 水川 愛 ２Ｈ (全国選抜大会中国ブロック代表推薦)
10 位 白髪成美 ２Ｈ

▽平成 23 年度岡山県高等学校新人柔道大会 11/5･6
団体戦 男子 高松農０－５岡山工

女子 高松農０－２津山
個人戦 女子 78 ㌔級 ３位 山本紗矢加 ２Ｚ

▽第 15 回岡山県農業高校バスケットボール親善優勝大会 11/6･23
男子 高松農 54 － 20 勝間田 高松農 43 － 18 瀬戸南
高松農 54 － 20 勝間田 高松農 43 － 18 瀬戸南
決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 高松農 45 － 19 興陽

高松農 58 － 54 新見
女子 高松農 15 － 44 新見 高松農 29 － 28 瀬戸南
決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 高松農 24 － 21 興陽

高松農 33 － 87 新見

第 64 回岡山県高等学校バスケットボール新人大会
備前地区予選会 11/19･20
男子 １回戦 高松農 52 － 58 東岡山工業
女子 １回戦 高松農 22 － 48 岡山操山

▽高円宮杯 U-18 サッカーリーグ 2011OKAYAMA ｾｶﾝﾄﾞﾗｳﾝﾄﾞ
11/20･23

高松農２－２岡山御津 高松農０－５天城

▽第 27 回岡山県高等学校選抜レスリング大会 11/26･27
団体戦 決勝 高松農２－５倉敷５
準決勝 高松農６－１笠岡工

個人戦 50 ㌔級２位 白神勇太郎 ２Ｅ
60 ㌔級３位 神家 暁 ２Ｅ
74 ㌔級１位 美甘宇得 ２Ｅ
３位 清水瑛晶 １Ｚ

84 ㌔級１位 鈴木智之 ２Ａ
２位 森 康貴 １Ａ

96 ㌔級１位 近藤千加良 ２Ａ
120 ㌔級１位 柏本 心 ２Ｅ

（各階級２位までが来年１月に松江市である中国予選に出場）

▽第 91 回全国高校ﾗｸﾞﾋﾞｰ大会岡山県予選 11/6
高松農･朝日･創志･林野０－ 77 倉敷工

第 48 回岡山市総合体育大会ラグビー競技 11/26
高松農･朝日･創志０－ 40 城東
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平成 23 年度農業土木科校内測量競技会報告
平板測量 ３Ｅ 11/9

１位 芦田和樹 刈茅真咲 猿渡智之

２位 磯井拓馬 小野千明 倉森政成

３位 犬飼勇太 小山憲司

４位 江田康人 大原翔太 山田翔太

水準測量 １Ｅ 12/1

１位 深川太郎 藤田悠矢 水内文哉 水川隆成

２位 小林祐貴 近藤龍海 佐野 光 瀬戸遥介

３位 上田慎也 越智誠人 川上 平 小林 大

高

農

祭

月

･

日
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11

12


